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※代表質問､一般質問の発言は｢川崎市議会 インターネット中継｣でご視聴できます。 川崎市議会 インターネット中継

▲議場で質問をするいど清貴

令和７年第2回市議会定例会のご報告
「令和7年第２回市議会定例会」が6月2日から開会し、議案19件が提案され、マイナンバーの交
付体制の強化や障害者支援施設における指定管理者の指定など、それぞれ審議・議論しました。
6月11日には所属するみらい市議会議員団の代表質問が行われ、6月20日には一般質問に臨
み、すべての議案が可決され、6月２５日に閉会いたしました。今号では一般質問の内容につい
てご報告いたします。

学校給食の“時間”に注目を
～子どもの声から見える課題～

安心して受けられる妊婦健診へ 135,000円に大幅増額
～補助制度の課題と展望～

校給食については、「無償化」「食の安全
性」「食材費の高騰」などがニュースでも

取り上げられる機会が増えています。
　一方で、子どもたちの視点から給食を見てみ
ると、昨年本市が実施した「学校給食に関する
アンケート結果」、小学生の36.6％、中学生の
47％が「食べる時間が短い」と回答。また、保護
者の34.9％も「食べる時間が足りない」と感じ
ていることが明らかになりました。
　では、実際の給食時間はどうなっているので
しょうか。現在、川崎市は準備から片付けまでを
含めた給食時間の中で、20分以上の食事時間
の確保を各学校に求めています。ただし、時間
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の配分は学校ごとの判断に委ねられており、市
としてもその実態を十分に把握できていない
のが現状です。確保できている学校とそうでな
い学校があると考えられます。
　また、食事時間が短いことによる影響につい
て尋ねたところ、川崎市は「適切な栄養の摂取
による健康の保持増進を図ること」など、学校
給食法に定められた目標の達成や、児童生徒の
健全な心身の発達にも関わる重要な課題であ
るとの認識を示しました。

　他都市では、準備や配膳の効率化によって食
事時間を確保したり、残食率を減らす工夫を
行ったりするなどの取組が進められています。
今回の質問を通じて、川崎市としてもこうした
問題意識を共有し、今年度は効果のあった取組
を絞って事例を収集し、各学校に共有していく
方針が示されました。
　子どもたちが「安心しておいしい給食を食べ
られる」よう、引き続き現場の声に寄り添いなが
ら、取り組みを後押ししてまいります。

婦健診は、妊娠
確定から出産ま

での母体と胎児の健康
状態を定期的に確認す
る、大切な検診です。こ
れまで「健診費用が高
すぎる」「補助額が足り
ない」といった声が寄せられており、実際に調査
を行ったところ、今年7月以前は総額89,000円

分の補助にとどまっていました。一方、市立病
院におけるモデルケースでは、健診費用の総額
が約15万円に達することもあり、大きな乖離が
ある実態が明らかとなりました。
　こうした状況を踏まえ、本年7月から助成額
が135,000円に大幅増額され、「受診券方式」
も導入されました。この新しい方式では、医療
機関と健診結果を共有できるようになり、妊娠
期から切れ目のない支援につなげられる仕組
みが整備されつつあります。

　一方で、受診券ごとに金額が設定されている
ため、健診費用と補助額に差が出るケースもあ
り、助成が実質的に全額活用されない課題も生
じています。
　この制度の目的は、妊婦の経済的負担を軽減
し、安心して健診を受けられる環境を整えるこ
とです。今定例会において、課題を指摘し助成
効果を最大限に発揮できるよう、受診券の金額
構成や使用ルールの柔軟な見直しを要望しま
した。
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いど清貴（37歳）
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水難事故から子どもを守る教育をもっと実践的に
年、気候変動の影響で河川の増水や急な
天候変化が増えており、水難事故が中学

生以下の年代でも依然として一定数発生して
います。その中で、「命を守る教育」として注目さ
れているのが、実際に服を着たまま水中に入る
着衣水泳です。着衣のまま浮く、救助を待つと
いった実技を通じて、子どもたちに“万が一”の
対応力を身につけてもらうことが重要だと考
え、本定例会で取り上げました。
　川崎市では昨年度、小学校114校のうち82
校で主に5・6年生を対象に、6~9月の期間に
1回程度、着衣水泳が実施されていました。 

しかし、その実施は各学校の判断に委ねられて
おり、統一的な基準や実技方針がないのが現
状です。
　川崎市としても着衣水泳の意義を認識して
おり、今後は民間施設や外部指導者の活用も
含め、環境面や教職員の負担軽減と合わせて、
計画的に着衣水泳を含む水泳授業の効果的な
実施について検討を進めていくとの答弁があ
りました。
　自ら命を守る力は座学だけでは身につきま
せん。今後も実技教育の充実に向けた取組を
注視してまいります。

武蔵中原駅前のまちづくり ～再開発に市はどう関与するのか～

政策を「見える化」する力 ～データで変わる行政運営～

近

月、富士通株式会社より「富士通
テクノロジーパーク（中原区）」の

再開発計画が発表されました。地元で
は「何ができるの？」「暮らしにどんな影
響があるの？」といった期待や関心の声
が高まっています。
　川崎市としても、この再開発を地域の
魅力や利便性の向上につなげるため、
都市計画や交通政策などの観点から適
切に関与していく姿勢が示されました。

また、再開発に伴う地域回遊性の向上や
周辺道路の整備、平常時・災害時におけ
る市民利用の在り方についても、富士
通株式会社や地元関係者と連携しなが
ら、今後検討していくとのことです。
　企業が行うプロジェクトが、地域に開
かれた持続可能なまちづくりのモデル
となるよう、引き続き注視するとともに、
今後も魅力的なまちづくりに必要な提
案を行ってまいります。
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覚や慣例による判断」ではなく、「デー
タに基づいた政策形成」を行う。これが

EBPM（Evidence-Based Policy Making：
証拠に基づく政策立案）の考え方です。近年、国
や自治体でも導入が進んでおり、川崎市におい
てもその取組が始まっています。
　川崎市は政令指定都市として、人口約155万
人を有し、産業集積地として多様な行政データ
を保有しています。こうした資源を活かし、先進
的かつ的確な政策展開を行うことが求められ

ています。
　今回の質問では、データ利活用の現状と課
題を確認した上で、部局横断の連携強化、実
データの活用推進、そして市民に開かれた「見
える化」の取組を提案しました。
　今後、EBPMの仕組みを政策形成や行政評
価のプロセスにどう定着させていくかが重要
なポイントです。引き続き、透明性が高く根拠あ
る政策が、市民の信頼と共感を得られるよう、
データ活用の推進に取り組んでまいります。

「感
［エビデンスの具体例］
●調査結果:：市民意識調査、健康・生活実態調査、
医療ビッグデータ分析結果（診療・介護・健診データ）など
●統計データ：人口統計、将来人口推計データ、交通量・
乗降客数・歩行者数データ、医療・介護・保険統計など
●事例：施策効果事例（例：がん検診率向上、
産後ケア利用促進）、健康改善事例、
他都市のEBPM先行事例
●専門家の意見：学術論文、政策評価に関する
有識者会議意見、大学や研究機関との共同研究レポート
●客観的な資料：オープンデータポータルの統計資料、
議事録、施策評価報告書、行政文書、写真、図面

先進的かつ的確な政策展開

地域に開かれた持続可能なまちづくり

年の予算審査特別委員会で、24時間使え
るAEDの設備拡充の必要性を提起し、屋

外やコンビニへの設置を提案しました。当時は
468台中、24時間365日使えるのは47台（約
10％）にとどまっており、そうした現状を受け、今
年度はコンビニ設置を前提とした予算が組まれ、

「AEDの日」の日である7月1日に、川崎市とセブ
ン‐イレブンがAED設置協定を締結しました。
　市内208か所のセブン‐イレブン各店舗に設
置されることで、いつでも誰でも使えるAED整
備が大きく前進します。今後の課題は「設置」から
「活用」になってきます。そこで今後は「使える人」

昨 の育成も重要と考えています。
　私はこれまでも子ども向け応急手当の教育
導入や応急手当講習の受講しやすい体制づく
りを提案してきました。“設置して終わり”では
なく、“使える体制”に向けて、引き続き取り組ん
でまいります。

政策提案が前進！ 「いつでも使えるAED」整備が実現


